
17. パートナーシップで目標を達成しよう

「S
エスディージーズ

DGs 未来都市」に選定されました

　SDGs未来都市とは、SDGsの

理念に沿った基本的・総合的取り

組みを推進しようとする都市・地

域の中から、特に、経済・社会・

環境の三側面における新しい価値

創出を通して持続可能な開発を実

現するポテンシャルが高い都市・

地域として国が選定する制度で

す。

　SDGsとは「S
サ ス テ ナ ブ ル

ustainable

 D
デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト

evelopment G
ゴ ー ル ズ

oals」の略で、2015年

の国連サミットで、日本を含む193の加盟

国の全会一致で採択された「世界を変える

ための17の目標」です。貧困や不平等・格

差、気候変動などのさまざまな問題を根本

的に解決し、よりよい未来をつくることを

目指すもので、2016年から2030年までの

15年間、世界中の国々がSDGsの達成に向

けて取り組んでいくこととなっています。

　選定証授与式は５月22日（月）に内閣

府において行われ、荒木市長が出席しまし

た。

　内閣総理大臣からの選定証を、岡田地方

創生担当大臣から授与されました。

提案名＝ゆっくりズムのまち　桐生

提案の概要＝本市が持つ、歴史、文化、自

然環境など、多様な地域特性や地域資源、

大学などのさまざまなつながりを活かし、

先端技術とゆとりを持ったライフスタイル

の融合により、「ゆっくりズムのまちづく

り」を進め、地域課題の解決や持続可能な

未来社会の確立を目指します。

　桐生市は、SDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けた優れた取り組

みを提案し実行する都市として、令和５年５月22日付で国（内閣府）から

「SDGs未来都市」に選定されました。SDGs未来都市への選定は、群馬

県内の市の中では初めてです。令和５年度は、本市を含む28の都市が選定

されています。

　今後は、SDGs未来都市への選定を契機として、官民共創のもとで、よ

り一層持続可能なまちづくりに向けた取り組みを進めてまいります。

問い合わせ＝企画課大学連携推進担当（☎内線577）

SDGs 未来都市とは

選定証授与式 桐生市の提案内容

SDGs とは

SDGs未来都市選定証授与式
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メディアプロモーション戦略監を設置

まちづくりミーティング
　皆さんの活動や考えについて、市長と意見交換

をしませんか。

▶まちづくりミーティングとは

　「共感と共創」によるまちづくりを推進するた

め、市民の皆さんが日常の生活や地域活動などを

通じて感じていることについて、市長が直接聞か

せていただき、意見交換を行い、市政運営に生か

すことを目的に開催するものです。

対象＝原則として、市内に在住または在勤・在学

する10人以上の団体※あらかじめ、特命推進室と

協議が必要です

時間＝１回１時間程度

申し込み＝申込書を、直接または郵送、ファク

シミリ、Ｅメールで特命推進室（市役所２階、

〒376‐8501桐生市役所、ファクシミリ43‐

1001、tokumei@city.kiryu.lg.jp）へ。申込用紙

は、同室、新里・黒保根支所、各公民館、市ホー

ムページにあります。

問い合わせ＝特命推進室特命担当（☎内線576）

　市では、多様化する広報媒体を有効活用し、戦略的な

メディアプロモーションによる広報機能の強化を図るた

め、メディアプロモーション戦略監を設置しました。戦

略監は、本市の魅力発信と市のメディアプロモーション

について助言・指導、情報提供などを行います。

　この戦略監には、株式会社BS日本で編成制作局制作部

エグゼクティブ・プロデューサーを務める芦澤英祐氏が

就任しました。

問い合わせ＝魅力発信課魅力発信担当（☎内線507）

共感
共創

魅力
発信

開催テーマ「若者から見た桐生市の魅力」
（令和４年５月実施）

開催テーマ「若者・子育て世代がいきいきと
暮らすまちづくり」（令和４年６月実施）

5 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）


